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プレゼント
抽選で計10名様に！
詳細はP15をCHECK



問い合わせ  企画調整課　電話：098-866-2026　FAX：098-866-2351

 「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
」を

受
け
る
に
は
？

「
お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制
度
」
の

対
象
は
、
県
内
に
本
社
、
支
店
、
営
業

所
な
ど
の
事
業
所
を
有
し
、
県
内
に
お

い
て
事
業
活
動
を
行
う
企
業
、
団
体
な

ど
に
な
り
ま
す
。
必
要
な
様
式
な
ど
を

県
に
提
出
し
、
審
査
に
合
格
す
れ
ば
「
お

き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
チ
ナ
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
し
て
２
年
間
認
証
さ
れ
ま
す
。

 「
現
在
」と「
未
来
」、

２
つ
の
観
点
か
ら
の
審
査

認
証
の
審
査
で
は
「
実
績
評
価
」
と

「
主
要
評
価
」の
２
つ
の
観
点
か
ら
認
証

の
可
否
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

「
実
績
評
価
」は
、「
社
会
」、「
環
境
」、

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」な
ど
、
５
つ
に
分
類
さ

れ
た
24
項
目
か
ら
21
項
目
を
選
択
し
、

そ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
の
申
請
団
体

の
現
在
の
取
組
状
況
を
評
価
す
る
も
の

で
す
。

「
主
要
評
価
」は
、
沖
縄
の
抱
え
る
課

題
解
決
に
向
け
、
申
請
団
体
が
２
年
間

の
認
証
期
間
に
行
う
取
組
を
目
標
値
と

併
せ
て
自
ら
設
定
し
、
そ
の
取
組
内
容

を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

「
実
績
評
価
」、「
主
要
評
価
」
の
両

方
で
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
団
体
が

認
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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証
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認
証
を
受
け
た
団
体
に
は
、「
主
要

評
価
」
で
申
請
し
た
取
組
を
着
実
に
実

施
し
て
も
ら
う
な
ど
、
自
団
体
の
取
組

を
推
進
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
お

き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
」
を
は

じ
め
と
し
た
県
民
の
中
心
と
な
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

認
証
制
度
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つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼
▼
　

 

令
和
５
年
度
に
認
証
さ
れ
た

企
業
・
団
体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組

を
ご
紹
介
し
ま
す
！
《
後
編
》

認
証
を
受
け
た
企
業
・
団
体
は
、
２

年
間
の
認
証
期
間
に
沖
縄
の
社
会
課
題

解
決
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向
け
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
を
行
い
ま
す
。
今
回
は《
後

編
》
と
し
て
、
認
証
を
受
け
た
企
業
・

団
体
の
う
ち
６
団
体
の
取
組
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

企業名／主な取組 現状 ２年後の目標

沖縄ツーリスト株式会社
デジタルDMOサービスによる地域主導型観光推進(契約事業者数) 36事業者 500事業者
SDGsパスポート運動の推進（①導入高校、②導入市町村） ①19校、②3自治体 ①35校、②6自治体
脱炭素観光の推進（レンタカーEV車比率） 0.5% 10%

株式会社沖縄海邦銀行
「みどりの運動」の推進（緑化推進イベント年間参加人数） 580人 2,000人
金融経済教育の推進（アプリ累計ダウンロード数） 6,259件 7,300件
地域貢献活動の推進（役職員の活動参加人数） データなし 1,600人

株式会社大成ホーム
県内企業との取引推進（取引企業のうち県内企業の割合） 90% 100%
女性のキャリア開発（取締役員のうち女性の割合） 0% 10%
ZEHの普及促進（当社が関わる案件のZEH普及率） 1% 10%

株式会社青い海
塩の生産拡大（出荷量） 5,900 t 6,080 t
従業員の賃上げ推進（全体平均賃上げ率） 1.4% 8%
製造工程の変更による脱炭素の推進（CO2排出量） 5,900t 5,150t

大同火災海上保険株式会社
インバウンド旅行者向け保険の普及（補償対象旅行者数） 5,000人/年 10万人/年
「事業継続力強化計画認定制度」の普及支援（認定取得企業数） 0企業 のべ5企業
WEB証券の普及促進（自動車保険でのWEB証券率） 0.5% 10%
株式会社okicom
琉球紅型の普及促進（ライセンス事業案件数） 3件 15件
学生向け、IT領域を活用したSDGsに関する講話の提供（講話回数） 0回 10回
バガスを活用したかりゆしウェアのシェアリング普及 150着 3,000着

沖縄県は を推進します！
エスディージーズ

お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制
度
《
後
編
》

おきなわSDGs
プラットフォーム
ホームページ

認
証
企
業
の
取
組
に

つ
い
て
は
こ
ち
ら
▼
▼

おきなわSDGs
認証会員ロゴマーク

沖縄らしいSDGsを推進

していくための基本理念

や優先課題（①～⑫）など

に対応した具体的なアク

ション、モニタリングの指標

などをまとめたものです。

「 おきなわS
DGs

「 おきなわS
DGs

アクションプ
ラン」

アクションプ
ラン」

 
とは

 
とは

←全文を
読めます

認
証
企
業
取
組
一
覧

2美 ら 島 沖 縄 2024.8
沖縄平和賞

平和を
希求する

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀～ 支援募金へご協力をお願いします ～

「沖縄のこころ」を世界へ



6月10日、県出身の歌手Awich（エーウィッチ）氏が、
沖縄の魅力を広く国内外に発信することなどを目的に、
沖縄観光コンベンションビューローが創設した「沖縄
グローバルアンバサダー」に任命されたことを受け、
玉城知事を表敬訪問しました。
Awich氏は自身の活動や「沖縄で培われる生命力

をもっと世界に伝えたい」というアンバサダーとして
の意気込みを述べました。
玉城知事は「沖縄

を代表するグローバ
ルアンバサダーとし
ての活躍に期待しま
す」とAwich氏を激
励しました。

県では、沖縄戦で犠牲となった戦没者のみ霊
たま

を慰め
るとともに、世界の恒久平和を願う「沖縄のこころ」
を発信するため、糸満市摩文仁の平和祈念公園で「令
和６年沖縄全戦没者追悼式」を開催しました。
式典には、来賓の岸田内閣総理大臣、額賀衆議院議
長、尾辻 参議院議長のほか、県内外から遺族関係者な
ど、約4,500人が参列しました。
※ 詳しくは、９ページ「県の動き１」をご覧ください

玉城知事が会長を務める沖縄こどもの未来県民会議
は、令和６年度総会を開催しました。県民会議では、
沖縄県のこどもの貧困が深刻な状況を踏まえ、県内各
界の115団体が結集してこどもの貧困解消に向けて取
り組んでいます。
総会では、継続的かつ多額の寄付などをいただいた
団体などへ感謝状を贈呈したほか、県民会議が実施す
る「県外大学等進学サポート事業」の利用者から寄せ
られた感謝の声や、
各団体の活動状況
が報告されるなど、
県民運動を進める
関係機関の連携が
確認されました。

糸満市で「デフバレーボー
ル世界選手権2024沖縄豊見
城大会開会式」が行われ、
玉城知事が出席しました。
デフバレーボールは、聴

覚障害を持った方のバレー
ボール競技で、本大会には、
欧米、アジアから男女合わ
せて、７か国12チームが出場
しました。
玉城知事は来賓あいさつ

で、「本大会を通して、聴覚障害者スポーツへの理解
を深め、さまざまな人々の能力が発揮される共生社会
の実現に寄与するものと期待しています」と述べました。
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20

沖縄こどもの未来県民会議
令和６年度総会

デフバレーボール世界選手権2024
沖縄豊見城大会開会式

表敬 沖縄グローバルアンバサダー
Awich氏

令和６年沖縄全戦没者追悼式

月

6
7

2024

02  沖縄県はSDGsを推進します！
 おきなわＳＤＧｓ認証制度《後編》

03 県政フラッシュ
04 特集： 日本初の国立自然史博物館を沖縄に！
06  沖縄産業クロニクル［建設編］
08  今こそ取り戻そう！健康長寿おきなわ

大切な命を守るために、定期的にがん検診を受けよう！

09 県の動き１ 令和６年沖縄全戦没者追悼式
 県の動き２ 少年の非行・犯罪被害を防ごう！

10 てくてく わがまちさんぽ［与那原町］
11 県の動き３ 保育士になりたいあなたをサポートします！

12 情報ひろば
14 県の動き４  辺野古新基地建設問題をチムグクルで考えよう！デニー知事トークキャラバン

15 読者プレゼント・広報課から８月のお知らせ・読者の声

vol .587
ちゅらしま おきなわ

燃えるような太陽に照らされて影を
落とす無数の岩がとても幻想的な
佐和田の浜。「日本の渚100選」に
も選ばれています。

「伊良部島　佐和田の浜」
撮影：森山 卓

沖縄の人口・世帯の動き
 2024年６月１日現在

146万6,705人
※前月比348人増加

64万8,771世帯
※前月比951世帯増加

総人口

世帯数

2024
AUGUST8

玉城知事による平和宣言

感謝状贈呈団体の皆さまと玉城知事表敬訪問したAwich氏と玉城知事

玉城知事の来賓あいさつ

開会式の様子

平和宣言の全文▲

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。
［美ら島沖縄の設置場所］
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布して
います。また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する
施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受け付けていますので、
関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、全世帯向けの
戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

今月の表紙

美ら島沖縄 

沖縄県庁広報課
公式LINE
@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式Ｘ（旧Twitter）
@okinawa_pref
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来
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県内企業との取引推進（取引企業のうち県内企業の割合） 90% 100%
女性のキャリア開発（取締役員のうち女性の割合） 0% 10%
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株式会社青い海
塩の生産拡大（出荷量） 5,900 t 6,080 t
従業員の賃上げ推進（全体平均賃上げ率） 1.4% 8%
製造工程の変更による脱炭素の推進（CO2排出量） 5,900t 5,150t
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WEB証券の普及促進（自動車保険でのWEB証券率） 0.5% 10%
株式会社okicom
琉球紅型の普及促進（ライセンス事業案件数） 3件 15件
学生向け、IT領域を活用したSDGsに関する講話の提供（講話回数） 0回 10回
バガスを活用したかりゆしウェアのシェアリング普及 150着 3,000着

沖縄県は を推進します！
エスディージーズ

お
き
な
わ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制
度
《
後
編
》

おきなわSDGs
プラットフォーム
ホームページ

認
証
企
業
の
取
組
に

つ
い
て
は
こ
ち
ら
▼
▼

おきなわSDGs
認証会員ロゴマーク

沖縄らしいSDGsを推進

していくための基本理念

や優先課題（①～⑫）など

に対応した具体的なアク

ション、モニタリングの指標

などをまとめたものです。

「 おきなわS
DGs

「 おきなわS
DGs

アクションプ
ラン」

アクションプ
ラン」

 
とは

 
とは

←全文を
読めます

認
証
企
業
取
組
一
覧
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隣
接
し
、
国
内
外
の
主
要
都
市
へ
も
飛
行

機
で
数
時
間
の
圏
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

ア
ク
セ
ス
性
が
高
く
、
さ
ら
に
、
生
物
相

に
類
似
性
が
あ
る
た
め
共
同
研
究
を
推
進

し
や
す
い
環
境
で
あ
り
、
自
然
史
研
究
の

拠
点
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
点
か

ら
も
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。

3 

災
害
時
に
お
け
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
能
と
し
て
の
優
位
性

沖
縄
は
、
本
土
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る

た
め
、
本
土
で
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
の
、
大
事
な
自
然
史
標
本

な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
に
優
れ
て
い

ま
す
。

4
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
優
位
性

国
立
自
然
史
博
物
館
は
、
研
究
成
果
を

活
用
し
た
展
示
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
人
々

に
自
然
史
に
関
す
る
教
育
・
普
及
を
行
う

こ
と
が
大
き
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
沖
縄
は
、

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
も
優
位
性
が
あ
り

ま
す
。

沖
縄
に
設
置
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

国
立
自
然
史
博
物
館
が
沖
縄
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
で
、
生
物
多
様
性
の
豊
か
さ
や

重
要
性
が
多
く
の
人
に
発
信
さ
れ
自
然
環

境
の
保
全
に
資
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
自
然
史
科
学
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
沖
縄
観
光
の
魅
力

を
高
め
、
県
経
済
へ
の
波
及
効
果
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
初
の
国
立
自
然
史
博
物
館
を
沖
縄

に
設
立
・
誘
致
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
！

企
画
展（
常
設
展
）

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

〜
令
和
７
年
３
月
21
日（
金
）

 

企
画
展
（
巡
回
展
）

名
護
博
物
館
ロ
ビ
ー

８
月
13
日
（
火
）
〜
28
日
（
水
）

※ 

９
月
以
降
の
巡
回
展
情
報
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

沖
縄
市
民
会
館

11
月
10
日（
日
）

※
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

県
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
！

YouTube

Facebook

Instagram

X
（旧Twitter）

県
で
は
、
国
立
自
然
史
博
物
館
を
沖
縄
に
設
立
・
誘
致
す
る
た
め
、
国
へ
の

働
き
か
け
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
然
史
と
は

「
自
然
史
」
と
は
何
か
、
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
自
然
史
（N

atural H
istory

「
博

物
学
」
と
も
い
う
。）と
は
、生
物
や
海
、山
、

土
、
岩
な
ど
、私
た
ち
を
取
り
囲
む
、
全
て

の
も
の
の
姿
と
そ
の
歴
史
の
こ
と
で
す
。

自
然
史
研
究
と
は
、
自
然
そ
の
も
の
を
観

察
し
、
分
類
し
、
解
き
明
か
し
て
い
く
、

基
礎
研
究
の
学
問
で
す
。

自
然
史
博
物
館
と
は

自
然
史
博
物
館
は
、
自
然
史
に
特
化
し

た
博
物
館
で
、
①
自
然
史
標
本
の
収
集
・

整
理
・
保
管
、
②
自
然
史
標
本
に
基
づ
く

自
然
史
科
学
の
研
究
、
③
研
究
成
果
を
活

用
し
た
展
示
・
教
育
普
及
と
い
う
、
３
つ

の
役
割
を
持
つ
施
設
で
す
。

世
界
に
は
、
大
英
自
然
史
博
物
館
、
フ

ラ
ン
ス
国
立
自
然
史
博
物
館
、
ア
メ
リ
カ

国
立
自
然
史
博
物
館
な
ど
膨
大
な
標
本
数

を
保
有
す
る
自
然
史
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域

は
、
多
様
な
自
然
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
欧

米
と
並
ぶ
国
立
の
自
然
史
博
物
館
が
あ
り

ま
せ
ん
。

国
立
自
然
史
博
物
館
っ
て
？

学
術
界
で
は
、
60
年
以
上
前
か
ら
、
国

立
の
自
然
史
博
物
館
が
必
要
で
あ
る
、
と

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
大
事
な
標
本
が
喪
失
し
て
し
ま

う
な
ど
、
我
が
国
の
自
然
史
科
学
研
究
体

制
の
脆ぜ
い

弱
じ
ゃ
く

性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
国
立
自
然
史
博
物
館
の
設
立
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
は
、
過
去
数
十
年
に
お
け
る

人
口
爆
発
や
急
速
な
工
業
化
に
よ
り
、
気

候
変
動
、
生
物
多
様
性
の
損
失
な
ど
に
つ

い
て
、
す
で
に
限
界
を
超
え
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
対

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
や
災
害

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
新
た
な
資
源
の
発
見
、

生
物
の
形
態
な
ど
を
模
倣
し
た
技
術
開
発

（
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
）
に
つ
な
が
る
な

ど
の
観
点
か
ら
、
国
立
自
然
史
博
物
館
の

設
立
は
、
持
続
可
能
な
未
来
を
切
り
開
く

力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
沖
縄
に
？

国
立
自
然
史
博
物
館
は
、
次
の
４
つ
の

理
由
に
よ
り
、
沖
縄
が
最
適
地
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

1
豊
か
な
生
物
多
様
性

沖
縄
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
生
物
多
様
性
の
豊
か
な
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
然
史
科
学
の
調
査
研
究
を
行

う
上
で
立
地
的
に
優
れ
て
い
ま
す
。

2 

地
理
的
環
境
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

優
位
性

沖
縄
は
、
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
に

日
本
初
の

国
立
自
然
史
博
物
館
を
沖
縄
に
！

特集

バイオミメティクスの可能性
　地
球
上
の
生
き
物
た
ち
が
、

長
い
進
化
の
過
程
で
獲
得
し
た

ス
ゴ
技
が
、
我
々
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
技
術
と
な
っ
て
い
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
ん
で
す
。

自
然
史
研
究
が
進
め
ば
、
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
生
き
物
た
ち
の
ス
ゴ
技
が
解

明
さ
れ
、
誰
か
を
救
う
か
も
!?

ゴボウの実って
  動物の毛に
    くっつくなあ

マジックテープに！ ハスの葉には
 泥がくっつかない
                     なあ

水をはじく傘に！蚊に刺されても
　きづかないなあ

痛くない注射針に！
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隣
接
し
、
国
内
外
の
主
要
都
市
へ
も
飛
行

機
で
数
時
間
の
圏
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

ア
ク
セ
ス
性
が
高
く
、
さ
ら
に
、
生
物
相

に
類
似
性
が
あ
る
た
め
共
同
研
究
を
推
進

し
や
す
い
環
境
で
あ
り
、
自
然
史
研
究
の

拠
点
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
点
か

ら
も
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。

3 

災
害
時
に
お
け
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
能
と
し
て
の
優
位
性

沖
縄
は
、
本
土
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る

た
め
、
本
土
で
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害

が
発
生
し
た
際
の
、
大
事
な
自
然
史
標
本

な
ど
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
に
優
れ
て
い

ま
す
。

4
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
の
優
位
性

国
立
自
然
史
博
物
館
は
、
研
究
成
果
を

活
用
し
た
展
示
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
人
々

に
自
然
史
に
関
す
る
教
育
・
普
及
を
行
う

こ
と
が
大
き
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
沖
縄
は
、

情
報
発
信
拠
点
と
し
て
も
優
位
性
が
あ
り

ま
す
。

沖
縄
に
設
置
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト

国
立
自
然
史
博
物
館
が
沖
縄
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
で
、
生
物
多
様
性
の
豊
か
さ
や

重
要
性
が
多
く
の
人
に
発
信
さ
れ
自
然
環

境
の
保
全
に
資
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
自
然
史
科
学
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
学
力
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
沖
縄
観
光
の
魅
力

を
高
め
、
県
経
済
へ
の
波
及
効
果
な
ど
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

日
本
初
の
国
立
自
然
史
博
物
館
を
沖
縄

に
設
立
・
誘
致
す
る
活
動
に
つ
い
て
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
！

企
画
展（
常
設
展
）

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

〜
令
和
７
年
３
月
21
日（
金
）

 

企
画
展
（
巡
回
展
）

名
護
博
物
館
ロ
ビ
ー

８
月
13
日
（
火
）
〜
28
日
（
水
）

※ 

９
月
以
降
の
巡
回
展
情
報
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

沖
縄
市
民
会
館

11
月
10
日（
日
）

※
詳
細
は
、
決
ま
り
次
第
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

県
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
！

YouTube

Facebook

Instagram

X
（旧Twitter）

県
で
は
、
国
立
自
然
史
博
物
館
を
沖
縄
に
設
立
・
誘
致
す
る
た
め
、
国
へ
の

働
き
か
け
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
然
史
と
は

「
自
然
史
」
と
は
何
か
、
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
自
然
史
（N

atural H
istory

「
博

物
学
」
と
も
い
う
。）と
は
、生
物
や
海
、山
、

土
、
岩
な
ど
、私
た
ち
を
取
り
囲
む
、
全
て

の
も
の
の
姿
と
そ
の
歴
史
の
こ
と
で
す
。

自
然
史
研
究
と
は
、
自
然
そ
の
も
の
を
観

察
し
、
分
類
し
、
解
き
明
か
し
て
い
く
、

基
礎
研
究
の
学
問
で
す
。

自
然
史
博
物
館
と
は

自
然
史
博
物
館
は
、
自
然
史
に
特
化
し

た
博
物
館
で
、
①
自
然
史
標
本
の
収
集
・

整
理
・
保
管
、
②
自
然
史
標
本
に
基
づ
く

自
然
史
科
学
の
研
究
、
③
研
究
成
果
を
活

用
し
た
展
示
・
教
育
普
及
と
い
う
、
３
つ

の
役
割
を
持
つ
施
設
で
す
。

世
界
に
は
、
大
英
自
然
史
博
物
館
、
フ

ラ
ン
ス
国
立
自
然
史
博
物
館
、
ア
メ
リ
カ

国
立
自
然
史
博
物
館
な
ど
膨
大
な
標
本
数

を
保
有
す
る
自
然
史
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域

は
、
多
様
な
自
然
に
恵
ま
れ
な
が
ら
、
欧

米
と
並
ぶ
国
立
の
自
然
史
博
物
館
が
あ
り

ま
せ
ん
。

国
立
自
然
史
博
物
館
っ
て
？

学
術
界
で
は
、
60
年
以
上
前
か
ら
、
国

立
の
自
然
史
博
物
館
が
必
要
で
あ
る
、
と

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
大
事
な
標
本
が
喪
失
し
て
し
ま

う
な
ど
、
我
が
国
の
自
然
史
科
学
研
究
体

制
の
脆ぜ
い

弱
じ
ゃ
く

性
が
指
摘
さ
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
国
立
自
然
史
博
物
館
の
設
立
が
急
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
球
環
境
は
、
過
去
数
十
年
に
お
け
る

人
口
爆
発
や
急
速
な
工
業
化
に
よ
り
、
気

候
変
動
、
生
物
多
様
性
の
損
失
な
ど
に
つ

い
て
、
す
で
に
限
界
を
超
え
て
い
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
に
対

し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
や
災
害

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
新
た
な
資
源
の
発
見
、

生
物
の
形
態
な
ど
を
模
倣
し
た
技
術
開
発

（
バ
イ
オ
ミ
メ
テ
ィ
ク
ス
）
に
つ
な
が
る
な

ど
の
観
点
か
ら
、
国
立
自
然
史
博
物
館
の

設
立
は
、
持
続
可
能
な
未
来
を
切
り
開
く

力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
沖
縄
に
？

国
立
自
然
史
博
物
館
は
、
次
の
４
つ
の

理
由
に
よ
り
、
沖
縄
が
最
適
地
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

1
豊
か
な
生
物
多
様
性

沖
縄
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
生
物
多
様
性
の
豊
か
な
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
然
史
科
学
の
調
査
研
究
を
行

う
上
で
立
地
的
に
優
れ
て
い
ま
す
。

2 

地
理
的
環
境
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

優
位
性

沖
縄
は
、
東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
に

日
本
初
の

国
立
自
然
史
博
物
館
を
沖
縄
に
！

特集

バイオミメティクスの可能性
　地
球
上
の
生
き
物
た
ち
が
、

長
い
進
化
の
過
程
で
獲
得
し
た

ス
ゴ
技
が
、
我
々
の
暮
ら
し
に

役
立
つ
技
術
と
な
っ
て
い
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
ん
で
す
。

自
然
史
研
究
が
進
め
ば
、
ま
だ
知
ら
れ

て
い
な
い
生
き
物
た
ち
の
ス
ゴ
技
が
解

明
さ
れ
、
誰
か
を
救
う
か
も
!?

ゴボウの実って
  動物の毛に
    くっつくなあ

マジックテープに！ ハスの葉には
 泥がくっつかない
                     なあ

水をはじく傘に！蚊に刺されても
　きづかないなあ

痛くない注射針に！

5 美 ら 島 沖 縄 2024.8
沖縄平和賞

平和を
希求する

詳
し
く
は

こ
ち
ら
◀～ 支援募金へご協力をお願いします ～

「沖縄のこころ」を世界へ



建設第４回 編

OKINAWA Industry Chronicle OKINAWA Industry Chronicle

　戦
前
、
沖
縄
の
建
設
業
界
で
活
躍

し
た
の
が
大
宜
味
大
工（
う
じ
み

ぜ
ー
く
）。
農
地
に
乏
し
い
大
宜
味

村
の
人
々
は
、
出
稼
ぎ
の
大
工
と
し

て
県
内
各
地
の
建
設
に
携
わ
り
ま
し

た
。
仕
事
が
早
く
、
仕
上
が
り
が
丁

寧
で
工
事
費
用
が
安
い
大
宜
見
大
工

は
人
々
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　や
が
て
1
9
2
0
年
頃
か
ら
建
設

関
連
企
業
が
次
々
と
設
立
さ
れ
る
な

ど
、業
界
の
動
き
が
活
発
化
。し
か
し
、

太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
軍
関
連

工
事
が
増
加
。
戦
後
は
米
国
施
政
権

下
で
米
軍
基
地
の
建
設
が
進
み
、
沖

縄
の
み
な
ら
ず
国
内
外
の
企
業
が
基

地
建
設
に
参
加
し
ま
し
た
。

　一
方
で
、
戦
後
復
興
に
あ
わ
せ
て

民
間
住
宅
の
建
築
も
増
え
ま
し
た
。

破
壊
さ
れ
た
戦
車
や
艦
船
、
戦
闘
機

街
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　本
土
復
帰
後
は
、本
土
と
の
格
差

是
正
を
目
指
し
た
大
規
模
な
公
共

投
資
が
日
本
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

道
路
や
空
港
・
港
湾
、ダ
ム
、学
校
な

ど
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
国

が
策
定
し
て
い
た
沖
縄
振
興
開
発
計

画
は
、
2
0
1
2
年
の
沖
縄
21
世
紀

ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
か
ら
県
が
主
体

戦後、
スクラップ
ブーム到来

建設業がリードしてきた
沖縄経済

建設業界における技術革新

大城組の大城鎌吉氏、國場組の國場幸
太郎氏、大東製糖（および琉球セメン
ト）の宮城仁四郎氏そしてオリオン
ビールの具志堅宗精氏。彼らは沖縄経
済四天王と呼ばれ、沖縄経済に大きな
影響を与えました。具志堅氏を除き、
彼らは建設および建設資材事業を基盤
に事業の多角化を進め、企業グループ
を形成しました。建設業界は沖縄経済
の中心的な存在となりました。

建設資材の高騰、人手不足、技術者の高齢化、自然環境への負荷など、建設業界はさまざま
な課題に直面しています。こうしたなか、建設用３Dプリンティング技術を用いて、建築物
を造る試みがなされています。これはコンピューターに入力された3次元データを元に、特殊
なモルタルをノズルから吐出して立体構造物を造り出すもので、実際に住宅や倉庫、擁壁な
どが造られています。近い将来、この技術で造られた住宅に暮らす日が来るかもしれません。

沖
縄
建
設
年
表

沖
縄
建
設
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

沖
縄
経
済
を
牽
引
す
る
建
設
業

沖縄経済の中枢！
建設業

小
禄
海
軍
飛
行
場
が
完
成

1
9
3
3
年

那
覇
民
間
空
港
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が

供
用
開
始

1
9
5
4
年

ガ
ー
ブ
川
改
修
工
事
が
完
了

1
9
6
5
年

沖
縄
振
興
開
発
計
画
を
決
定

1
9
7
2
年

海
洋
博
公
園
が
開
園

1
9
7
6
年

福
地
ダ
ム
が
完
成

1
9
7
4
年

於
茂
登
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

沖
縄
自
動
車
道
が
全
線
開
通

1
9
8
7
年

沖
縄
県
本
庁
舎
行
政
棟
が
完
成

1
9
9
0
年

倉
敷
ダ
ム
が
完
成

1
9
9
5
年

伊
良
部
大
橋
が
開
通

2
0
1
5
年

ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
橋
が
開
通

2
0
0
2
年

那
覇
う
み
そ
ら
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

2
0
1
1
年

新
石
垣
空
港
が
供
用
開
始

2
0
1
3
年

沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画

（
沖
縄
振
興
計
画
）を
策
定

2
0
1
2
年

那
覇
空
港
第
2
滑
走
路
が
供
用
開
始

2
0
2
0
年

名
護
東
道
路
が
全
線
開
通

2
0
2
1
年

新・沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画

（
沖
縄
振
興
計
画
）を
策
定

2
0
2
2
年

昭
和

平
成

令
和

3
集められた鉄くずは再利用され、新たな建築物の原料にされた
（那覇市歴史博物館提供）

戦後、鉄くずは高値がつくこともあり、
スクラップブームが起こった（那覇市歴史博物館提供）

1951年、古いコンセット型の住宅から
コンクリート製住宅にかわる陸軍家族用住宅
（沖縄県公文書館所蔵）

1959年、那覇市若狭 市営住宅建設現場
（沖縄県公文書館所蔵）

2015年に開通
した宮古島と伊

良部島をつなぐ

伊良部大橋（沖
縄県宮古土木事

務所提供）

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

鉄筋コンクリート造住宅で
台風・シロアリに強い島へ
全国の新築一戸建住宅（戸数）の約88%
が木造であり、鉄筋コンクリート造は
約0.7%※。ところが、沖縄での鉄筋コ
ンクリート造の割合は約54％です。
約85%を超えていたかつての数字か
らは低下しているものの、鉄筋コンク
リート造住宅が多い沖縄の街並みは全
国的にも珍しいものとなっています。
※国土交通省「建築着工統計調査」（R５年度）より

2ビルも家屋も木造がほぼ見当たらない那覇
の街並み

機能と造形美が融合！
大宜味村役場旧庁舎
山林地帯である大宜味村の人々は、木
材・薪炭運搬用の船の製造や、しし垣
構築の経験を活かし出稼ぎ大工として
活躍。1925年に建てられた大宜味村
役場旧庁舎は現存する県内最古のコン
クリート造建築物として知られており、
勤勉で研究熱心な大宜見大工の技術力
の高さを現在に伝えます。

1県内にある最初期の鉄筋コンクリート造建
築で現存最古のもの

県内で
現存最古！

TOPICSTOPICS
注目トピックス
注目トピックス鉄筋

コンクリートの
建物がたくさん！

と
な
り
国
が
こ
れ
を
支
援
す
る
仕
組

み
が
導
入
さ
れ
、
よ
り
一
層
沖
縄
の

特
性
に
合
っ
た
施
策
の
主
体
的
な
展

開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　建
物
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

維
持
に
携
わ
る
建
設
業
は
、
経
済
規

模
・
雇
用
数
な
ど
に
お
い
て
沖
縄
の

主
要
産
業
と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

たくさんのビルが建ち並ぶ那覇市久茂地周辺

戦後、
住宅の建設
ラッシュ

  大型公共物が
次々と！

な
ど
の
鉄
く
ず
を
、
住
宅
用
鉄
筋
に

作
り
変
え
た
の
が
県
内
唯
一
の
製
鉄

メ
ー
カ
ー
拓
南
製
鐵
。
沖
縄
戦
で

人
々
の
命
を
奪
っ
た
鉄
を
、
今
度
は

台
風
被
害
か
ら
人
々
の
生
命
や
財
産

を
守
る
鉄
へ
変
え
る
こ
と
を
試
み
ま

し
た
。
木
造
住
宅
が
多
い
日
本
に
お

い
て
、
沖
縄
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
住
宅
が
普
及
し
、
台
風
に
強
い

た
く   

な
ん 

せ
い   

て
つ
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2ビルも家屋も木造がほぼ見当たらない那覇
の街並み

機能と造形美が融合！
大宜味村役場旧庁舎
山林地帯である大宜味村の人々は、木
材・薪炭運搬用の船の製造や、しし垣
構築の経験を活かし出稼ぎ大工として
活躍。1925年に建てられた大宜味村
役場旧庁舎は現存する県内最古のコン
クリート造建築物として知られており、
勤勉で研究熱心な大宜見大工の技術力
の高さを現在に伝えます。

1県内にある最初期の鉄筋コンクリート造建
築で現存最古のもの

県内で
現存最古！

TOPICSTOPICS
注目トピックス
注目トピックス鉄筋

コンクリートの
建物がたくさん！

と
な
り
国
が
こ
れ
を
支
援
す
る
仕
組

み
が
導
入
さ
れ
、
よ
り
一
層
沖
縄
の

特
性
に
合
っ
た
施
策
の
主
体
的
な
展

開
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　建
物
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

維
持
に
携
わ
る
建
設
業
は
、
経
済
規

模
・
雇
用
数
な
ど
に
お
い
て
沖
縄
の

主
要
産
業
と
な
り
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

たくさんのビルが建ち並ぶ那覇市久茂地周辺

戦後、
住宅の建設
ラッシュ

  大型公共物が
次々と！

な
ど
の
鉄
く
ず
を
、
住
宅
用
鉄
筋
に

作
り
変
え
た
の
が
県
内
唯
一
の
製
鉄

メ
ー
カ
ー
拓
南
製
鐵
。
沖
縄
戦
で

人
々
の
命
を
奪
っ
た
鉄
を
、
今
度
は

台
風
被
害
か
ら
人
々
の
生
命
や
財
産

を
守
る
鉄
へ
変
え
る
こ
と
を
試
み
ま

し
た
。
木
造
住
宅
が
多
い
日
本
に
お

い
て
、
沖
縄
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
住
宅
が
普
及
し
、
台
風
に
強
い

た
く   

な
ん 

せ
い   

て
つ
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問い合わせ   　保護・援護課　電話：098-866-2428　FAX：098-866-2758

問い合わせ   　県警察本部少年課　電話：098-862-0110（代表）

令和６年
沖縄全戦没者追悼式

少年の非行・犯罪被害を防ごう！

６月23日は「慰霊の日」です。
県では、先の大戦で犠牲となった戦没者のみ霊

たま

を慰め、
世界の恒久平和を希求する「沖縄のこころ」を発信する
ため、糸満市摩文仁の平和祈念公園で「令和６年沖縄全
戦没者追悼式」を開催しました。

１　沖縄全戦没者追悼式
来賓の岸田内閣総理大臣のほか、県内外から約4,500

人が参列しました。また、式典終了後は、一般焼香が行
われ、参列者の方々は戦没者のみ霊に手を合わせ、戦没
者の追悼と恒久平和を祈念されました。

２　追悼のことばと来賓あいさつ
沖縄県遺族連合会の我部政寿会長は、追悼のことばで、

「二度と『戦没者遺族を出さない』という強い信念をもっ
てこれからも活動を続けてまいります。」と述べられました。
また、来賓あいさつで、岸田内閣総理大臣は、「世界

の誰もが平和で心豊かに暮らせる世の中を実現する。こ

の決意を貫き、後世にまで伝えていくことを、改めて、
み霊にお誓いいたします」と述べられました。

３　平和宣言と平和の詩
玉城知事は、平和宣言において、「犠牲になられた全
てのみ霊に心から哀悼の誠を捧げるとともに、戦争に繋
がる一切の行為を否定し、人間の尊厳を重く見る『人間
の安全保障』を含めた、より高次の平和を願い続け、こ
の島が世界の恒久平和に貢献する国際平和創造拠点とな
るよう、全身全霊で取り組んでいく」と宣言しました。
沖縄県立宮古高等学校３年生の仲間友佑さんは「これ
から」と題して、「それでも世界はまだ繰り返してる  
七十九年の祈りでさえも  まだ足りないというのなら  そ
れでも変わらないというのなら  もっともっとこれから
も  僕らが祈りを繋ぎ続けよう」と世界の恒久平和のた
めに祈り続けることを決意した詩を朗読しました。

問い合わせ   　健康長寿課　電話：098-866-2209　FAX：098-866-2289

少年非行や子どもの性被害の防止
夏休みをきっかけに、Ｘ（旧Twitter）やインスタグ

ラムなどのSNSを通じて面識のない者と知り合い交友
関係が広がり、家出や深夜はいかい、酒・タバコに手
を出すなどの不良行為や性犯罪の被害に遭うことが懸
念されます。

～ 実際にこのような犯罪被害が起きています ～
●     オンラインゲームで知り合った男に自らの裸の写真を撮らされ、
その写真をSNSで送信させられた。

●     SNS上で「荷物を受け取るだけで報酬」などの募集に応募し
た少年が海外の違法薬物の密輸に加担させられ、検挙された。
～ 犯罪に巻き込まれないために ～
●     個人情報をネット上に書き込まない、知らない人との接触は
しない(SNSでのDMなど)。

●     下着姿や裸の写真を撮らない、送らない、
撮らせない（自画撮り被害）。

●     困ったことがあれば、必ず保護者などに
すぐに相談する。

少年の薬物乱用防止
大麻や覚醒剤などの薬物乱用は、少年にまで広がっ
ており、特に大麻で検挙された少年の人数は高止まり
で推移しています。
また、「大麻は身体への悪影響がない、少量なら依存
症にはならない」などの誤った情報をうのみにして、
好奇心や興味本位で大麻に手を出してしまう実態が見
受けられます。

～ 大麻使用を誘われた時の対処例 ～
●     友達に誘われた場合
   →そういうのに興味がない（きっぱりと断る勇気を持つ）
●     断りにくい先輩に誘われた場合
   → ぜんそく発作持ちなので…、急用が入って…（その場か
ら離れること）

玉城知事の「平和宣言」 仲間さんの「平和の詩」

県警察少年課
公式SNSは
こちらから▶

沖縄県警察マスコット
「シーサー君」

取り戻そう！
今こそ

!!

健康長寿
おきなわ

問い合わせ   　健康長寿課　電話：098-866-2209　FAX：098-866-2289

大切な命を守るために、
定期的にがん検診を受けよう！

40歳からは毎年大腸がん検診があります！
日本人の死因の第１位は、がん（悪性新生物）で、胃・

大腸・肺・乳房・子宮頸の各がんは、死亡数の多いがんで
す。県民の死因の第１位もがんです。県総死亡者（2022年）
15,054人中3,462人（23.0%）が、がんで亡くなっています。
特に、「大腸がん」は罹

  り かん

患数・死亡数ともに上位です。40
歳からは大腸がん検診を毎年受診しましょう。

県内死亡順位の高いがん（2022年）　　　　　　　　　　 （単位：人）
1位 2位 3位 4位以下 計 男女合計

男性 肺
470

大腸
312 

胃
160

その他
1,063 2,005

3,462
女性 大腸

223
乳房
172 

肺
151

その他
911 1,457 

出典：2022年厚生労働省人口動態統計（県集計）

がん検診を定期的に受診しましょう！
　国は死亡数の多い５つのがん検診を推奨しています。
早期発見のため、国が推奨するがん検診を定期的に
受けることが重要です。

種類 対象者 受診間隔 検査項目
大腸がん検診 40歳以上 年１回 便潜血検査（検便）

胃がん検診

      50歳以上
※ 当分の間、胃部
エックス線検査に
ついては40歳以
上に対し実施可

  ２年に１回
※ 当分の間、胃部
エックス線検査
は年１回実施可

胃X線（バリウム）
検査※1または
胃カメラ

肺がん検診 40歳以上 年１回 胸部レントゲン検査
および喀痰細胞診※2

乳がん検診 40歳以上 ２年に１回 マンモグラフィ検査

子宮頸
がん検診

20歳以上 ２年に１回 子宮頸部の
細胞診

30歳以上
  ５年に１回
※ 罹患リスク高い
者は１年後受診

 HPV検査単独法
※ 実施体制が整った
市町村で選択可能

※１ 当分の間40歳以上、年１回実施も可
※２ 50歳以上で喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の方が対象

がん検診の基本的な流れ

がん検診を受けるには？
お住まいの市町村でがん検診を実施してい
ますので、各市町村のがん検診窓口へお問い
合わせください（右記QRコード参照）。
（職場検診でがん検診を実施している場合は、職場の検診を受けてください。）

がん検診の効果は精密検査まで受けてこそ！
検診後、「要精密検査」と判定された場合、早期発見
のチャンスを逃さず、必ず適切な精密検査※を受けてく
ださい。
　がん検診の結果を持参すれば、保険適用で受けること
ができます。
県では、がん検診の精密検査について一定の条件を満
たす医療機関を「沖縄県がん検診精密検査協力医療機関」
として公表しています。詳しくは右記QR
コードをご覧ください。
※  例えば、大腸がん検診では「便潜血検査（検便）」を行い
ますが、検診で一度でも陽性になった場合は、検便では
なく、精密検査（大腸内視鏡検査等）を受けることが大
切です。

連
載
シ
リ
ー
ズ

が
ん
治
療

次
回
定
期

検
診
へ

精密検査

がん
検診

異
常
あ
り

異
常
な
し

異常なし
または
良性病変

がん発見

検便で!!
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